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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第１四半期連結
累計期間

第38期
第１四半期連結
累計期間

第37期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 641,797 949,360 3,841,947

経常利益又は経常損失（△） （千円） 31,559 △19,066 296,311

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 18,709 △21,743 525,890

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 85,245 △303,863 216

純資産額 （千円） 7,937,545 7,286,925 7,755,440

総資産額 （千円） 9,095,162 8,311,803 8,881,490

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 1.56 △1.85 44.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 87.3 87.7 87.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第37期及び第37期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第38期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで。以下、「当第１四半期」）における

世界経済は、米国においては、緩やかな景気回復基調が続く一方で、中国経済の減速、英国のEU離脱問題を発端と

する急激な為替変動により、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような中、当社グループは、平成29年３月期の基本方針として「新分野成長基盤確立とグローバル営業強

化」を掲げ、新分野におけるマーケットニーズを的確に捉えた製品の積極的市場投入を行い、確固な基盤を築くこ

とを目指すとともに、長期成長を見据えた社員教育に重点をおき、一層の業務効率化と生産性向上を図りながら、

事業活動を展開してまいりました。

　前述のような市場環境を背景に、当第１四半期における売上高は、OCT関連の売上が前第１四半期より増加した

こと、北米における光部品販売が引き続き好調であったことにより、949百万円（前第１四半期比47.9％増）とな

りました。これに伴い営業利益は、50百万円（前第１四半期営業損失58百万円）となった一方で、６月に入ってか

らの急激な円高によって、為替差損52百万円、複合金融商品評価損34百万円を計上したことにより、経常損失19百

万円（前第１四半期経常利益31百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は、21百万円（前第１四半期

親会社株主に帰属する四半期純利益18百万円）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①　光部品関連事業

　同事業における当第１四半期の売上高は404百万円と、前第１四半期の275百万円に比して46.8％増加いたし

ました。主として、通信設備投資が活況な北米で、通信キャリア向けが好調であったためであります。セグメ

ント利益は64百万円と、前第１四半期のセグメント損失13百万円に比して改善し、黒字化しております。

②　光測定器関連事業

　同事業におきましては、米国及び日本におけるOCT製品の売上が、前第１四半期と比較して好調であったた

め、当第１四半期の売上高は408百万円と、前第１四半期の244百万円に比して66.8％増加いたしました。医療

機器事業への先行投資によりセグメント損失は30百万円となりましたが、前第１四半期のセグメント損失58百

万円に比して改善しております。

③　システム・ソリューション事業

　同事業における当第１四半期の売上高は135百万円と前第１四半期の120百万円と比較して、12.4％増加い

たしました。インターネットを利用した画面共有ソフトウエアが新規、更新案件、ともに安定的に伸びたこ

とが主な要因であります。セグメント利益は17百万円と前第１四半期のセグメント利益12百万円に比して増

加しております。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、123百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変化はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,755,200

計 37,755,200

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月10日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 11,961,100 11,961,100

㈱東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 11,961,100 11,961,100 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
 （千円）

資本金残高
 （千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 11,961,100 － 4,978,566 － 1,209,465

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    200,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,759,900 117,599 －

単元未満株式 普通株式        900 － －

発行済株式総数 11,961,100 － －

総株主の議決権 － 117,599 －

　（注）　　上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式100株（議決権１個）が含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

santec株式会社
愛知県小牧市大字大草

字年上坂5823番地
200,300 － 200,300 1.67

計 － 200,300 － 200,300 1.67

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,948,490 1,721,828

受取手形及び売掛金 877,408 757,291

電子記録債権 3,328 12,713

有価証券 338,175 －

商品及び製品 274,918 248,477

仕掛品 72,732 108,722

原材料 242,303 250,289

その他 129,185 94,333

貸倒引当金 △240 △300

流動資産合計 3,886,301 3,193,355

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※１ 1,512,877 ※１ 1,495,686

機械装置及び運搬具（純額） 29,222 27,390

土地 ※１ 1,592,577 ※１ 1,592,577

リース資産（純額） 1,603 1,480

建設仮勘定 610 4,037

その他（純額） 139,180 138,981

有形固定資産合計 3,276,073 3,260,153

無形固定資産 28,550 31,781

投資その他の資産   

投資有価証券 1,655,575 1,791,817

その他 34,989 34,696

投資その他の資産合計 1,690,564 1,826,513

固定資産合計 4,995,188 5,118,448

資産合計 8,881,490 8,311,803
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 331,253 305,231

未払法人税等 108,823 11,074

賞与引当金 19,925 61,472

役員賞与引当金 15,843 －

その他 213,652 207,677

流動負債合計 689,497 585,456

固定負債   

退職給付に係る負債 381,948 390,650

資産除去債務 11,891 11,959

その他 42,712 36,812

固定負債合計 436,552 439,421

負債合計 1,126,050 1,024,878

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,978,566 4,978,566

資本剰余金 1,209,465 1,209,465

利益剰余金 1,735,728 1,549,333

自己株式 △97,194 △97,194

株主資本合計 7,826,565 7,640,170

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △44,858 △282,293

為替換算調整勘定 △26,266 △70,951

その他の包括利益累計額合計 △71,125 △353,244

純資産合計 7,755,440 7,286,925

負債純資産合計 8,881,490 8,311,803
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 641,797 949,360

売上原価 351,560 505,538

売上総利益 290,236 443,822

販売費及び一般管理費 349,012 392,913

営業利益又は営業損失（△） △58,776 50,908

営業外収益   

受取利息 17,620 18,125

受取配当金 8,354 1,028

為替差益 62,971 －

受取賃貸料 6,706 6,434

その他 3,531 1,589

営業外収益合計 99,185 27,178

営業外費用   

支払利息 10 10

為替差損 － 52,583

複合金融商品評価損 － 34,260

賃貸不動産関係費用 3,505 3,342

休止固定資産関係費用 5,293 5,187

その他 40 1,770

営業外費用合計 8,849 97,153

経常利益又は経常損失（△） 31,559 △19,066

特別利益   

投資有価証券売却益 － 3,530

特別利益合計 － 3,530

特別損失   

固定資産除却損 114 38

特別損失合計 114 38

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
31,445 △15,574

法人税等 12,735 6,169

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,709 △21,743

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
18,709 △21,743
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,709 △21,743

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 55,230 △237,434

為替換算調整勘定 11,306 △44,685

その他の包括利益合計 66,536 △282,119

四半期包括利益 85,245 △303,863

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 85,245 △303,863

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

これによると著しく合理性を欠く結果となる場合には「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規

定により、「中間財務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準

じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　有形固定資産に含まれる重要な休止固定資産は次のとおりであります。なお、当該有形固定資産の減価償却費は

営業外費用として計上しております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

建物及び構築物 151,051千円 148,633千円

土地 53,033 53,033

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 29,998千円 38,152千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月17日

定時株主総会
普通株式 119,607 10.0 平成27年３月31日 平成27年６月18日 利益剰余金

　（注）１株当たり配当額10.0円には記念配当4.0円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月22日

定時株主総会
普通株式 164,651 14.0 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

　（注）１株当たり配当額14.0円には特別配当4.0円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
光 部 品
関連事業

光測定器
関連事業

システム・
ソリューション

事業

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

売上高     

外部顧客への売上高 275,808 244,988 120,999 641,797

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 275,808 244,988 120,999 641,797

セグメント利益又は損失（△） △13,256 △58,398 12,879 △58,776

（注）セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
光 部 品
関連事業

光測定器
関連事業

システム・
ソリューション

事業

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

売上高     

外部顧客への売上高 404,810 408,589 135,960 949,360

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 404,810 408,589 135,960 949,360

セグメント利益又は損失（△） 64,034 △30,835 17,709 50,908

（注）セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（有価証券関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
1円56銭 △1円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会

社株主に帰属する四半期純損失金額（△）（千

円）

18,709 △21,743

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）（千円）

18,709 △21,743

普通株式の期中平均株式数（株） 11,960,786 11,760,786

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月10日

ｓａｎｔｅｃ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 柏木　勝広　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 久野　誠一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているｓａｎｔｅｃ株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ｓａｎｔｅｃ株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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